






































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は⑤
我が国の化学肥料原料である尿素、りん酸アンモニウム、塩化加里は、いずれもほぼ全量
を海外からの輸入に依存している。尿素をほぼ自給しているとする記述は実態と異なり不
適切である。

●問題Ⅲ-2
正解は①
イネは二酸化炭素の初期固定産物がC3化合物である典型的なC3植物である。トウモロコ
シ、ソルガム、サトウキビ、ネピアグラスはいずれも光合成効率の高いC4植物である。

●問題Ⅲ-3
正解は④
我が国の大豆の平均単収は約1.6〜1.7t/haであり、米国やブラジルなどの主要生産国（約
3t/ha）と比較して大幅に低い水準にある。単収が高いとする選択肢④は誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は②
中干しは土壌を好気化して根の活力を高める。脱窒は還元状態下で硝酸態窒素が窒素ガス
に還元される反応であり、硝酸態窒素がアンモニア態窒素を経て脱窒されるとする記述は
誤りである。

●問題Ⅲ-5
正解は③
トマト青枯病の病原は細菌（Ralstonia solanacearum）であり、土壌中の病原菌が根の傷
口などから侵入して導管内で増殖する土壌伝染性病害である。糸状菌とする③は不適切で
ある。

●問題Ⅲ-6
正解は②
野菜生産出荷安定法に基づく指定野菜14品目のうち、ほうれんそうは含まれるが、こまつ
なは特定野菜に位置づけられており指定野菜ではないため、選択肢②が該当する。

●問題Ⅲ-7
正解は①
種子の発芽には水分、酸素、適温が必要であるが、レタスやシソのように光照射によって
発芽が促進される好光性種子も存在するため、暗条件が必須とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-8
正解は④
NFT（薄膜水耕）は傾斜面に養液を薄膜状に流下させて栽培する養液栽培の方式であり、
施設内空気の温度環境を制御するための設備ではないため、選択肢④が最も不適切であ
る。

●問題Ⅲ-9
正解は③
マグネシウムは植物体内での移動性が高いため、欠乏症状は古い下葉の葉脈間黄化（クロ
ロシス）から現れ始める。新しい葉から発生するとする記述③は誤りである。

●問題Ⅲ-10
正解は⑤
ファイトプラズマは細胞壁を持たない植物病原細菌（モリクテス綱）の一種であり、ヨコ
バイなどの吸汁性昆虫によって媒介される。糸状菌（カビ）とする⑤の記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-11



正解は③
トビイロウンカはイネの株元の茎や葉鞘部に寄生し、篩管液を吸汁加害して坪枯れを引き
起こす害虫である。穂を食害する害虫ではないため、選択肢③の記述は不適切である。

●問題Ⅲ-12
正解は②
デンプンの分枝状成分はアミロペクチン、直鎖状成分はアミロースである。サツマイモを
加熱した際にデンプンを麦芽糖へと分解して甘味を高める酵素はβ-アミラーゼである。

●問題Ⅲ-13
正解は①
食品表示法における表示義務対象の特定原材料8品目は、えび、かに、くるみ、小麦、そ
ば、卵、乳、落花生である。したがって選択肢①の組み合わせが適切である。

●問題Ⅲ-14
正解は②
黄麹菌は糸状菌（カビ）、パン酵母は酵母であり、いずれも真核生物の真菌類に属する。
一方、納豆菌と乳酸菌は原核生物の細菌に分類されるため、選択肢②が適切である。

●問題Ⅲ-15
正解は④
乳化型において、マヨネーズや牛乳は油滴が水中に分散する水中油滴型（O/W型）であ
り、バターやマーガリンは水滴が油中に分散する油中水滴型（W/O型）であるため誤りで
ある。

●問題Ⅲ-16
正解は⑤
機能性表示食品の機能性は、最終製品を用いた臨床試験または論文等の研究レビューによ
って科学的根拠を実証・説明する必要がある。事後届出や国の個別審査ではない。

●問題Ⅲ-17
正解は③
大豆は加熱加工によりトリプシンインヒビター等が失活して消化性が向上する。熱水抽出
タンパク質を凝固させたものが豆腐であり、麹菌等で発酵させたものがみそである。

●問題Ⅲ-18
正解は④
家畜の飼料において可消化養分総量を表す略号はTDNである。なおDCPは可消化粗タンパク
質、ADF・NDFは繊維性成分、VFAは揮発性脂肪酸を表す。

●問題Ⅲ-19
正解は①
家畜からの熱放散において、対流・伝導・放射は温度差に依存する「顕熱放散」であり、
体表や呼吸器からの水分蒸発に伴う熱移動が「潜熱放散」であるため誤りである。

●問題Ⅲ-20
正解は③
粗飼料は植物体の茎葉部を主として利用する飼料でありソルガムや稲わら等が含まれる。
濃厚飼料は栄養価の高い子実を主として利用するため、選択肢③が適切である。

●問題Ⅲ-21
正解は⑤
ワクチンは抗原を投与して生体に抗体等の獲得免疫を能動的に誘導する製剤である。抗体
を直接投与するものは抗血清療法（受動免疫）であるため、⑤の記述は誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は②
我が国の鶏肉の自給率（重量ベース）は約65%前後で推移しており、国内生産も堅調であ



る。自給率が20%前後で生産が停滞しているとする記述②は不適切である。

●問題Ⅲ-23
正解は①
SPF豚は特定の指定病原体（マイコプラズマ肺炎や萎縮性鼻炎等）を排除した健康豚であ
り、無菌状態の豚ではない。畜舎内を無菌状態に維持する記述①は不適切である。

●問題Ⅲ-24
正解は⑤
ミティゲーションは環境影響を低減するための措置であり、優先順位に従って影響の回
避、最小化、矯正、軽減、代償が検討される。「最大化」を含む選択肢⑤は誤りである。

●問題Ⅲ-25
正解は①
フレッシュコンクリートにはワーカビリティー、硬化後には強度や耐久性が要求される。
材料の各単位量を設定し、耐久性等から定まる水セメント比以下とするのが基本である。

●問題Ⅲ-26
正解は③
日本型直接支払制度（多面的機能支払、中山間地域等直接支払、環境保全型農業直接支
払）は「農業の有する多面的機能の発揮の促進に関する法律」に基づく制度である。

●問題Ⅲ-27
正解は⑤
水田の圃場整備後は、用排分離や暗渠整備により土壌の乾田化・浸透能向上や畦畔長の変
化が生じ、浸透量等が増えて用水量は増加する傾向があるため、⑤は不適切である。

●問題Ⅲ-28
正解は②
計画日消費水量に栽培管理用水量（C）を加え、有効雨量（B）を差し引いて純用水量を算
出し、損失水量を加えて粗用水量とし、地区内利用可能水量（A）を差し引く。

●問題Ⅲ-29
正解は④
世界農業遺産（GIAHS）は、伝統的な農林水産業システムを一体的に保全・継承するた
め、国際連合食糧農業機関（FAO）が認定する制度である。UNICEFではない。

●問題Ⅲ-30
正解は⑤
用水機場には高揚程の渦巻ポンプ、排水機場には低揚程大流量の軸流ポンプが用いられ
る。常時運転には経済的な電動機、短時間運転には内燃機関を選定する。

●問題Ⅲ-31
正解は④
現場管理費は現場事務所の運営費や現場従業員の給与、労務管理費等からなる。品質管理
試験や測量、工程管理資料作成等の直接的な技術管理費用は共通仮設費等に属する。

●問題Ⅲ-32
正解は②
浸透性の砂礫地盤等にパイピング対策を施して設置される取水堰はフローティング型（浮
動型）である。岩盤に緊結するフィックスド型とする記述②は不適切である。

●問題Ⅲ-33
正解は③
森林の樹冠に遮断された降水の一部は直接蒸発するが、多くは樹冠からの滴下水や樹幹を
伝って地表に流下する樹幹流となって地表に到達するため、選択肢③は誤りである。

●問題Ⅲ-34



正解は①
農業水利施設のストックマネジメントは、機能診断に基づき適切な予防保全対策を実施し
て「施設の長寿命化」と「ライフサイクルコスト（LCC）の低減」を図る手法である。

●問題Ⅲ-35
正解は④
食料・農業・農村基本法第35条において、中山間地域等は「山間地及びその周辺の地域そ
の他の地勢等の地理的条件が悪く、農業の生産条件が不利な地域」と規定されている。


